
  

様式第十八の四（第１１条の３第３項関係）  

  

認定事業適応計画の概要の公表  

  

  

１．認定の日付  

令和４年１２月２１日  

  

２．認定事業適応事業者の名称 

 センコー 株式会社  

 

３．認定事業適応計画の内容  

（１）  事業適応に係る事業の目標  

太陽光発電設備の設置による CO2 排出量の抑制と環境対応⾞両の導⼊による燃料消費量の 

削減を行うことで、炭素生産性を向上させる。 

  

（２） その事業の生産性を相当程度向上させること又はその生産し、若しくは販売する商品若しくは

提供する役務に係る新たな需要を相当程度開拓することを示す目標  

令和６年度（2024 年度）において、炭素生産性を８.５％向上させることを目標とする。 

  

（３） 財務内容の健全性の向上を示す目標 

財務内容の健全性については、令和６年度（2024 年度）において、経常収入＞経常支 

出を目標としている。  

 

（４） 事業適応の類型  

エネルギー利用環境負荷低減事業適応 

  

（５） 計画の対象となる事業（日本標準産業分類における中分類名称及びその分類コード）  

「４７：倉庫事業」  

（選定の理由）  

同社は保管から流通加工・配送・保管など物流サービスを幅広く展開する事業者であっ

て、倉庫事業では、普通倉庫での保管業務を中心に展開しており、今後も引き続き、同事業を

同社の柱として位置づけ、より便利で、より豊かな役務の提供を加速させていくため、事業適

応を実施していく。  

  

 

 

 



（６） 事業適応の具体的内容  

拠点への太陽光発電設備の設置による CO2 排出量の抑制と環境対応⾞両の導⼊による燃料

消費量の削減を行うことで、炭素生産性を向上し、基準年度と比較して、最終的に炭素⽣産性

を 8.5％向上させることを目標とする。 

 
（７）  事業適応の開始時期及び終了時期 

      開始時期：令和５年１月 

      終了時期：令和７年３月 

 

 

 

  


